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　 　 Abstract

　　　This　study 　aims 　to　Iearn　to　develop　Co 【lective　housing

　　（CH ） system 　by　 understanding 　 about 　 the　use 　 of　 the

　　common 　space 　in　CH 　arld　Cohousing，　and 　to　clarify　the

　　role 　of 　the　common 　space 　in　the　CH．　There　are　many

　　points　that　should 　 be　 Iearnt　from　 CH 　 Iike　 the　 common

　　space 　as 　a　communication 　space 　for　 residents 　and

　　Cohousing［ike　the　common 　space 　as 　a 　Place　of　child　care

　　and 　housework、

　　 1 ．研究の 背景 と 目的

　　　近年、少子 高齢化 が進行す る に伴 い 家族 の 小 規模 化 ・

　　多様化 、地 域 ＝ ミ ュ ニ テ ィ の 弱 体 化 な ど、家 族 の 在 り方

　　や地 域 と の 関 わ りが 変化 しっ っ あ る。居 住 者 の 参加 と協

　　働 に よ っ て 行 わ れ る ？ レ クテ ィ ブ ハ ウ ジ ン グで の 住 ま い

　　方は 、北欧 諸 国 を は じ め と し、世 界 各 国 で 数多く行 わ れ

　　て い る。そ れ らは 、そ れ ぞ れ の 国 の 住宅 問 題 の 解決や コ

　　ミ ュ ニ テ ィ の 形成 と育成 に重要な役割を果 た してい る。

　　　本研究 で は 、コ レ ク テ ィ ブ ハ ウジ ン グ とコ ウハ ウジ ン

　　グ に お け る共 用 空 間の 利用実態 か ら、共 用 空 間の 役割を

　　明 ら か に し、各事例 か ら今後 の コ レ クテ ィ ブ ハ ウス の 計

　　画 ・
運営に お い て 学び 得 る 点 に つ い て 考察す る。

　　2 ．研 究の 方法

　　　研 究は 以 下 の 手順 で 行 っ た。

　　　（1 ）コ レ クテ ィ ブ ハ ウ ジ ン グ か ら 1 事例、 コ ウハ ウジ ン

　　グか ら 2 事例 を 抽 出 し、各事 例 に お け る 共 用 空 問 の 利 用

　　状 況 や利 用 方法 に っ い て 代表者 に ヒ ア リン グ 調 査及 び ア

　　ン ケ
ー

ト調 査 を 行 っ た。　 （2 ）調 査 よ り得 られ た 結果 か

　　ら、共用空間の 利用実態を把握 した。　 （3 ） コ レ クテ ィ

　　ブ ハ ウジ ン グ に お ける 共用空間 の 役割を明らか に し、各

　　事例か ら今後 の コ レ ク テ ィ ブ ハ ウス の 計 画 ・運 営 に お い

　　て 学び得 る 点に っ い て 考察 し た。
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3 ．調 査概要

（1）市営 1住宅の 概要

　 表 1 に 1 住 宅 の 概 要 を示 す。1 住 宅 は 、老 朽化に 伴い 、
高 齢 社 会 に 対応 し うる コ レ ク テ ィ ブ ハ ウ ジ ン グ と し て 建

て 替え られ た。

表 1 ，1住宅 の 概要
外観 写真

敷地 面積

建築 面積 ／延床 面積

住戸 タイ プ

竣工 年月 日

入居 年月 日

15602．73 鳳 2
1447．27皿 2／2807．95田 2
IDK （24戸｝、2DK ｛17 戸 ）、3DK （44 戸 ）、
2LDKCI 戸M 障害者向け）

平成 14 年 6 月

第
一

期1〜3 棟　平 成 M 年 8 月、
第二 期 4〜6棟 　平成 16 年 5月

表 2 ，ア ン ケート調査 の概要

禰査 年月　 　 　 　 平成 2r 年 12 月

回収率　 　 　 　 641 ％　　〔SOi
’
78）

平均年齢

男女比

609 歳

男 ．64％、女 36％

（2 ） J住宅とS 住宅の 概要

表 3 に J住 宅 と S 住 宅 の 概要 を示 す。

表 3 ，J住宅 と s 住宅 の概要

名称 ∫庄宅 s 住宅

建築年 20Dl 年 200D 年

所在地 ワ シ ン トン 州シ ア トル 市 ワ シ ン ト ン州 ボセ ル 市

敷地面積 544．5m‘ 4083．フ5m
所有形態 区分所有 区分所有

戸数 27 戸 15戸

共用 空間 コ モ ン ハ ウ ス （42．35
mZ 〕 ：キ ッチ ン 、食堂 、リ

ビ ン グ．キ ッ ズル ーム ，倉

庫、ラン ドリー、工 作室 ．
食品 庫、テ ラ ス 、ロ ビ 、事

務所

コ モ ン ハ ウ ス 　（30、25mう　 ．キ
ッチ ン、食堂 、リ ビ ン グ、キ

ッ ズ ルーム ．倉庫．ラ ン ド リ
ー，工 作室、食品庫、ゲス ト

ノレ
ーム、

温室、菜園

居住者数 約 60 人 36人

立 地 特性 都市 中心 部 郊 外

写 真 且．J 住宅の 外 観 写 真2 ．S 住宅 の外 観
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4 ．調査結果

4 − 1 ．共用空間の 特性

　1、J及 び S 住 宅 に は、豊か な共用空間 が 充実 して い る。

（図 1）。以 下 に 主 な もの を示 す。

　 （1 ） 互住宅

　 1 棟 談 話 室 （写 真 1 ） は 1 棟 の 共 同 玄 関 も兼ね 、ア ク

セ ス は 談 話室 を通 る よ う設 計 され て い る。 5 棟 に もふ れ

あい コ ーナーが 設置 され 、二 っ の 共 用 室 が 配 置 され て い

る，他 に は、花壇 や ベ ン チ を 設置 した 3 階共 用 通 路 （写

真 2 ）や居住者が 自由 に利 用 で きる菜園が あ る 。

写真 3　 J住宅 の 外観 　　 　 　　 　 写真 4 ．S住 宅の 外観

（2 ） J住宅

　キ ッ チ ン と食 堂 は 隣接 し、カ ウン ター
か ら相 互 の 様 子

が伺 え る よ うに配 置 され て お り、食 品 庫 も併設 され て い

る e ま た 、キ ッ ズ ル
ーム （写 真 5 ） や ラ ン ド リーも 設 け

られ 、居 住者 が 自 由に 使 用 で き る。

写真 5 ．J住宅 の キ ッ ズ ル
ーム 写真 6 ．S 住宅 の 食堂

（3 ） S 住宅

　 キ ッ チ ン や リ ビ ン グ と 隣接 し て い る 食堂 （写 真 6 ） は 、

プ ロ ジ ェク タ
ーや ホ ワ イ トボー

ドが設 置 され、食 事 以 外

に会議 に も使用す る。また、キ ッ ズ ル
ーム や

ラ ン ドリ
ー

の 他、ゲス トル
ー

ム や コ モ ン ミ
ー

ル に 使用 す る野 菜 を育て る菜園、温 室 も設け

られ て い る。

図 2 ．1住宅 の 談話室 の 利用方 法

84．2

4 − 2 ．共用空間の 利用実態

（1） 1 住宅

　 ア ン ケート結果 に よ り考察する。談話室の 利用方法 を

見 る と（図 2 ）、　「集会や 会議 」 （84．2％）が 最 も多く、次 に

「イ ベ ン ト」 〔29％ ）とな っ て お り、食 事 や 雑 談 な ど 日 常的

利 用 は少 な い こ とが 分 か る。

（2 ） J住宅 ・S 住宅

　 J住宅 及 び S 住 宅 に お け る 共用空間の 利用 は、コ モ ン

ミ
ー

ル な どの 日 常 的 利 用 か ら会 議 な どの 定期 的利 用 も 見

られ た。　 （表 4 ）

表 4 ．協同活 動の 実施状況

名称 」住宅 S住宅

頻度 5 回ノ週 呂回 ／週

料金 大人 滑 ドル

子供 ：1 ドル

大人 ：5 ドル

子供 ： 3 ドル

参加人数 約 3D〜40 人 約 阻 人

コ
モ

ン

ミ

ー

ル

〔
 ）

開催 日時 月 、木 ：1930 〜、
土 ；9

』
oo〜

月〜木 ：18 ；15−、
土 ：9130〜

運営方法 4 週聞 の サ イ ク ル で調 理 と

片づ けをボラン テ ィ ア で 決

め る。買い 物班が メ ニ ュー
を決め 、参加者の サ イ ン 、
集金後 買い 出 し。

調理 2 人、片づ け 2 人、買い 出

班をボ ランテ ィ アで 決め る。3

週聞前に ス ケ ジュール 〔係と メ

ニュ
ー1を立て 、参加者 は 表 に

サイ ン 。
頻度 L回 〆月 3 回．”月

会

　
　
議

　

　
2 内容 予 算 の使 い 方

会 議後 ．記念 日や 誕生 会を

行 う

管理 ・運営に つ い て 〔ビジ ネ ス

ミ
ー

テ ィ ン グ〉

歌やダ ン ス を楽 しむ 〔ソ
ー

シ ャ

ル ミ
ー

テ ィ ン グ〕

　 　 　 　 5 ．ま とめ

　　　　　 J住 宅 と S 住 宅 は、食 事 の 他 に キ ッ ズ ル
ー

ム や ラ ン ド

　　 リーで 家 事 や 育児 を 共 有 し、共 用 空 間 を個 人 の 住 居 の 延

　　 長 と して 有効 に 使用 し て い た。…
方、 1住宅で は 、共用

　　 空 間を 生 活 空 間 の
一

部 と捉 え、居 住 者 間 の 交 流 の 場 と し

　　 て 使 用 して い た。

　　　 以 上 の こ と よ り、コ レ ク テ ィ ブ ハ ウ ジ ン グの 役 割は 、

　　 居 住 者 の 生活 や 時間 を共 有 し、交流 で きる 場で あ り、生

　　　　 活 ・居 住 環 境 の 向 上、コ ミ ュ ニ テ ィ の 発 達 に 向 け て 、 3

　　　　 事例か ら学ぶべ き点があ る と言える。
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図 3 ，J住宅の 配置図

繍 ＿

図 4 ，S 住宅 の 配置図
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